
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4・研究の実践 

１） ＰＴＡ組織の再編に伴う運営体制の更なる推進 

２） 各種活動におけるＰＴＡ委員の参加率向上 

３） ＰＴＡ活動における業務量の見直しの継続 

４） 翻訳業務をはじめと「こくさい」との連携、持続可能な窓口の構築 

５） ＰＴＡ役員・委員をやってよかったと思うメリットの享受 

＜学 校 紹 介＞ 

豊橋市立岩田小学校 
 

本校は豊橋市東部の市街地に位置し、豊橋市市民球場、 

テニスコート等のスポーツ施設と、北側に広がる水神池の 

周りに散歩道を有する岩田運動公園が隣接している。 

 

１８７３年(明治 6 年)の開校以来、１５０年の伝統と歴史を 

有する学校です。現在、約８４５名の児童が通学している中、 

約３割がブラジル、フィリピン等、外国籍の児童も多く在籍し 

ており、学校はもとより、地域、企業が一体となって「多文化

共生」を推進している。 
 

学制発布の翌年（１８７３年）、寺子屋を廃した祥雲寺客殿を、 

「第２大学区第十番中学区第七番小学田尻学校（勧善館）」としたのが前身。 

村合併により岩田学校となり、近隣学校を加え１８８９年「豊岡村立豊岡尋常小学校」となった。 

市制施行の翌年（１９０７年）、「岩田尋常高等小学校」となり、戦中の「岩田国民学校」を経て、 

「豊橋市立岩田小学校」となった。２０２３年、創立１５０周年を迎える 

3・研究の方法（目的） 

岩田小学校児童の健全な成長をはかることを目的とし、まずは親と教職員が協力して、 

学校および家庭における教育に関して理解を深め、さらに児童の校外における生活の 

指導、地域における教育環境の改善、充実をはかる為に必要な活動を行う。 

また組織体制を持続可能な形へと再編し、誰もが関わりたいと思うＰＴＡ組織を目指す。 

2・研究の仮説（背景・課題） 

やるべきことは学校とＰＴＡの「見える化」。実際に学校や教員がどのように児童と 

向き合い、日々努力をしているかが分かれば、保護者にとっても子どもが通う学校が 

身近な存在になる。学校がどんなところか分かれば、ＰＴＡがどのようなものか分かれば、 

もっと子どもの教育に関わりたい、学校に協力したいという気持ちを増幅させることが 

できるはず。 

1・研究のねらい（PTA 目標・テーマ） 

 『やっぱり岩田小学校でよかった』 

「岩田小学校の児童で、本当によかった」、「ＰＴＡ役員をやってみて、本当によかった」、 

「ＰＴＡ委員をやってみて、本当によかった」、と、関わる児童や保護者、教職員にとって、

『岩田小学校でよかった』と思うことができる活動を目指す。 

地域自治会との連携をとったＰＴＡの取り組み

定期に開催される校区自治会主催の「住みよい暮らしづくり委員会」の一コマ。 

学校教諭、各地区自治会長、ＰＴＡ、民生委員、体育委員、子ども会など参加。 

今回のテーマ１５０周年という節目の年を、どのようにして盛り上げるか。 

活発な意見交換がされています。 

 

『地域との連携』 岩田校区自治会との連携 

『岩田校区』 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地域自治会との連携①＞ 子ども見守り隊 

2023 年５月 9 日（火）・６月 7 日（水） 先生、青パト隊、ＰＴＡ委員、ＰＴＡ役員の方々が、５チームに分かれ、合同防犯パトロールを行いました。岩田校区内の公園で不審火や、 

道路に設置された消火器の破壊噴霧等が相次いでおり、地域住民に不安感が出ているため、重点的にパトロールをしました。今回の見回りで気になった点として、運動公園の 

西側駐輪場に放置自転車が大量に残されておりました。豊橋市役所の公園緑地課に、不審車両や放置自転車の撤去を依頼しました。 

 

＜地域自治会との連携②＞  学校保健委員会 

2023 年 6 月 12 日(月)、14：00 から（5 時限授業）5 年児童を対象にして、第 1 回学校保健委員会が開催されました。 

テーマは、『自分も友達も大切に～エゴグラムで自分の心を見つめてみよう～』 ①自分のよい所に気づくこと、②他の人のよい所にも気づくこと、③自分をよりよく変えるためには 

どのように行動をしたらよいのか。といったことを、スクールカウンセラーの三津澤先生のお話とともに、児童がエゴグラムを使用して考えました。 

「友達とうまくかかわれない・・・」「自分と友達をくらべ自信がもてない・・・」とこれから思春期を迎える 5 年生児童に「まずは自分の今の心の様子を見つめることから始めましょう」 

と、わかりやすい説明をもって話され、参加児童は興味深く話を聞いていたのが印象的でした。 

＜「こくさい」との連携 ・ 学校の「見える化」＞ PTA 通信 

定期的に発行するＰＴＡ通信は日本語、ポルトガル語、英語の 3 か国語で作成する。翻訳は翻訳ツールを使用し、通訳の出来る保護者にお願いをしている。 

外国ルーツの保護者との連携を強化することで、よりスムーズなやりとりを目指す。ＰＴＡ通信は各世帯配布と地域回覧板に折りこむことで、岩田小学校内のみならず、 

岩田校区全体にＰＴＡの取り組みが周知されることを狙いとしている。 

 

＜QR コード＞ 

 PTA 通信ポルトガル語 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．成果と今後の課題 

ＰＴＡ活動に対する様々な考え方がある中で、 

大変ではあるがやってみて良かったと思われることが多い。 

 

活動中に子どもたちの成長を身近に感じ取りつつ、 

同じ楽しさや悩みを保護者同士で共有できること、 

地域の方々との繋がりを体感することで、我々大人こそが、 

大きな学びを得ることが出来た。 

 

今後も、持続可能なＰＴＡ活動を行うにあたり、 

体制づくりや文化、風習の異なる外国ルーツの方々と 

共生を図り、ＰＴＡ活動を地域とともに推進していきたい。 

5．研究の考察 

さまざまな行事を通して子どもたちは、地域の方々と触れ合うことで、人の優しさ暖かさを学ぶことができた。地域の方々も子どもたちとの触れ合いを通して地域の子どもたちは、 

私たちが見守っているという気持ちを持っていただくことができた。ＰＴＡとしてその橋渡しをすることは今後の子どもたちの健やかな成長の一助になっていると考える。 

＜地域自治会との連携③＞ 校区防災訓練 

2023 年９月 10 日（日）岩田校区防災訓練が開催されました。消火器や AED の使い方、ペットとの防災対策、災害用トイレ、災害食、お薬手帳の重要性・応急手当の方法などを 

学び、煙体験・起震車による地震体験・マンホールトイレなど、さまざまなブースが設置されました。約 500 人もの参加者が集まり、災害に対する真剣な学びの機会を楽しみました。 

学校、自治会、ＰＴＡの他に市役所防災危機管理課の方々にもご協力をいただき開催している。 

訓練の内容や災害が起こったときにどんな体験が役に立つか、知りたい内容などは毎年実行委員会で話合い決めている。コロナ禍においては自治体のガイドライン等に沿った形にて

感染対策を施したうえでの避難所開設訓練など、どのような状況でも臨機応変に対応できる訓練、運営を目指している 

＜地域自治会との連携④＞ 岩田どんどこまつり 

2023 年 12 月 3 日（日）開催予定。岩田どんどこまつりは岩田校区自治会をはじめとする地域の方々と学校、ＰＴＡが一体となって催す岩田小学校最大の学校行事です。 

行事を通して地域の連帯感を高め、子どもたちと地域の方々との触れ合いの場をつくります。その中で文化や伝統を大切にし、未来を創造しようとする子どもたちの心を育みます。 

また、高学年は職業体験講座を通して、地域の身近な仕事（野村ホールディングス、愛知県弁護士会、愛知県警察、看護専門学校、動物病院、等）に触れ職業に対する興味や関心を 

持つ機会になっています。他にも、伝承のあそび、バスボム作り、フラワーアレンジ、ストラックアウト・・・等々、各種団体が工夫を凝らし児童たちと一緒に楽しい時間を過ごします。 

弁護士体験では、本物さながらに模擬裁判を実施中。 豊岡中学校からボランティアの生徒が多数おてつだい。 

懐かしい「お手玉あそび」。子どもたちは悪戦苦闘！ エレキギターやドラムなど普段触れない楽器も触れます。 

看護師体験では、採血や点滴のやり方を実際に体験。 

 


